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新
年
挨
拶
回
り
の
途
中
で
、
居
住
支
部

の
方
か
ら
携
帯
に
連
絡
が
入
り
ま
し
た
。 

「織
屋
の
連
帯
保
証
人
に
な
っ
て
い
た
が
、

そ
の
織
屋
が
不
渡
り
を
出
し
た
。
相
談
に

の
っ
て
く
れ
」と
の
こ
と
。  

 

「昨
年
末
に
何
軒
か
の
織
屋
が
倒
産
し

た
」と
業
界
で
は
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
売

掛
金
の
回
収
が
こ
の
不
況
で
進
ま
な
い
。

そ
し
て
運
転
資
金
が
不
足
し
て
い
る
中
で

起
こ
っ
て
い
ま
す
。 

 
今
働
く
労
働
者
の
賃
金(

年
収)

が
こ
の

１
２
年
間
で
６
１
万
円
も
減
り
、
家
計
・内

需
が
低
迷
す
る
一
方
で 

日
本
の
資
本
金

１
０
億
円
以
上
の
大
企
業
は
、
労
働
者
や

中
小
企
業
の
単
価
切
り
な
ど
で
「お
金
が

余
っ
て
た
ま
ら
な
い
。
使
い
道
に
困
っ
て
い

る
」と
い
わ
れ
る
様
に
２
４
４
兆
円
も
の
内

部
留
保
金
あ
り
ま
す
。 

 

こ
の
余
っ
て
い
る
お
カ
ネ
を
労
働
者
の

賃
金
に
回
す
こ
と
で
内
需
が
生
ま
れ
て
く

る
と
財
界
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
の
ト
ッ
プ
も

言
っ
て
い
ま
す
。  

 

「３
．
５
％
で
全
民
間
労
働
者
の
毎
月
の

賃
金
を
１
万
円
引
き
上
げ
ら
れ
る
。
ま
た

３
．
２
％
で
今
の
非
正
規
雇
用
を
正
規
雇

用
に
で
き
る
」と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

政
治
の
力
で
、
①
労
働
者
派
遣
法
を
抜

本
改
正
し
て
非
正
規
社
員
を
正
社
員
に

す
る
。
②
中
小
企
業
に
き
ち
ん
と
手
当
を

し
な
が
ら
最
低
賃
金
を
時
給
１
０
０
０
円

以
上
に
引
き
上
げ
る
。
③
雇
用
の
７
割
を

抱
え
る
中
小
企
業
を
本
格
的
に
支
援
し

て
大
企
業
の
労
働
者
と
の
賃
金
格
差
を

な
く
し
て
い
く
。
④
日
本
航
空
の
よ
う
な

無
法
解
雇
を
や
め
さ
せ
て
解
雇
規
制
の

ル
ー
ル
を
強
化
す
る
。
こ
の
こ
と
を
共
産

党
は
提
案
し
て
い
ま
す
。 

 

家
計
や
内
需
を
元
気
に
し
て
景
気
の
回

復
を
実
現
し
ま
し
ょ
う
。 

 

「ワ
ン
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」の
賃
上
げ
政
策
実
行
を 

１月２日天神さんで訴える 

こくた恵二国会対策委員長・衆議院議員 

くらた市会議員 

わたくし、さこ祐仁府会議員 

各地域で元気に訴えています！ 声をかけてください

 各学区後援会の方と連

日宣伝行動に参加してい

ます。 

 中村さとる予定候補の１

千回宣伝に励まされ、２
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内
需
を
増
や
し 

 
 

 
 

景
気
回
復
を
！ 

 

新
年
挨
拶
回
り
の
途
中
で
、
居
住
支
部

の
方
か
ら
携
帯
に
連
絡
が
入
り
ま
し
た
。 

「織
屋
の
連
帯
保
証
人
に
な
っ
て
い
た
が
、 

政
治
の
力
で
、
①
労
働
者
派
遣
法
を
抜

「ワ
ン
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」の
賃
上
げ
政
策
実
行
を 

をかけてください。 



 １月１０日

援会、毎年恒例

別公演の観劇

い地方選挙

「府民のいのち

の実現へ向

意を語りました

ます。 

 中村さとる予定候補の１

千回宣伝に励まされ、２

月２５日までに、５００回の

宣伝に挑戦します。 
民商室町支部新年会に参加 

   

 

     嘉楽中学校にて 

 １月２３日（日） お昼２時から 

弁士 

こくた恵二国会対策委員長・衆院議員 

さこ祐仁府議   くらた共子市議 

中村さとる市会予定候補 他 

日本共産党議会報告会 



月１０日、京都府日本共産党後

、毎年恒例の前進座・初春特

別公演の観劇のつどいで、いっせ

地方選挙の候補者を代表して、

府民のいのち・暮らしを守る政治

実現へ向け」全力で奮闘する決

語りました。 


